
 
 

 

 
 
 
 
 

秋山川の堤防が高くなり、「もう大丈夫だね」という声をよく耳にします。 

本当に大丈夫なのでしょうか。 

地球温暖化はますます進み、気温は毎年上昇傾向にあります。 

19 号を超える台風がいつ発生してもおかしくありません。 

また、線状降水帯の発生も増えています。 

令和元年の秋山川の氾濫は、約 450 ㎜の降水量でした。 

800 ㎜を超える豪雨では堤防が完成しても、東部町会エリアの浸水深は 50 ㎝～3ｍ未満で

す。 

九州をはじめ各地で 1,000 ㎜を超える豪雨で洪水が発生しています。 

いつ、水害があっても命を守るために、普段から備えておくことが大切です。 
 

❖❖❖自らの命を守る 3 ｶ条❖❖❖ 

         1.普段から準備 

         2.自分で気象・避難情報の収集 

         3.早めの避難 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「高齢者等避難」⇒ 高齢者等は避難 

「避難指示」  ⇒ 全員避難 

「緊急安全確保」⇒ すでに氾濫が起きている可能性があります。安全な避難ができ

ず、 

          命が危険な状態。2 階に避難するなど命を守る行動を 
※ペットも一緒に避難所に避難できます。ただしゲージに入れるなど条件があります。 

避  難  所 
【佐野市の避難所】 

 ✦佐野市立西中学校   ✦佐野市地区(中央)公民館  ✦佐野市立天明小学校 

  この他の避難所はハザードマップや佐野市 HP に掲載されています 

 ✦イオンの屋上駐車場、アウトレットの立体駐車場にマイカーで避難できます 

【その他の避難所】 

 ✦佐野市の避難所の他に親戚・友人宅も避難先です。 

 ✦2階が安全な場合は２階も避難先です。 ただし河岸浸食エリアは避難先へ避難 

秋山川の堤防が、ほぼ完成しました 
でも、大丈夫ではありません 

No.003 

大橋町東部町会だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
                
              
                 
     
       

                  

                                                

                      

           

 

  

 

                                             

貴重品 

□ 現金(小銭を多めに) 

身を守るもの 

□ ホイッスル(助けを呼ぶため) 

医薬品等 

□ 救急セット 

□ 常備薬 

□ 主治医から出されている薬 

□ 保険証 

□ お薬手帳 

□ ウェットティッシュ 

□ 手指の消毒液  

□ 体温計 

□ マスク 

食品類  

□ 水 

□ 食品(おにぎり・パンなど)  

□ 飴・お菓子・チョコなど 

 

生活用品 

□ 懐中電灯 

□ ラジオ 

□ 着替え 

 (下着、靴下、厚手の上着) 

□ 歯ブラシ 

□ タオル 

□ ポータブルバッテリー 

その他各家庭で必要な物 

□ 赤ちゃん用品 

  (おむつ、ミルク、哺乳瓶など) 

□ 生理用品 

□ 子供のおもちゃ・ゲーム機 

□ 子供用のお菓子・ジュース 

□ 毛布 

□ 床に敷くもの 

□ 大きめのポリ袋  

避 難 先 の 持 参 品 (参考例) 

✦避難所の備蓄品は十分な数がありません。また、備蓄されていないものもありま

す。 

 必要なものは持参して避難してください。 

✦避難所に持っていくものは、この表を参考に皆さんの判断で用意してください。 

 【持参品は今から準備】 

✦避難準備には１時間程度かかります。「避難指示」が発令されてからでは、逃げ遅 

 れることもあります。普段から準備しておきましょう

佐野市の防災メールに登録をしよう 
 

・佐野市から警報・注意報の発表状況や避難情報の 

   発令状況がメールで送られてきます。 

・登録が必要です。登録は佐野市のＨＰ・QR コードで出来ます。 

 

 

防災メール 


